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トルコの金属鉱床

タンドアン1エンギン1)(訳:佐藤壮郎2))

1.はじめに

考古学的記録によれば,トノレコの鉱業の歴史は紀

元前7,000年から15,000年までさかのぼる.最近で

はGNPに対する寄与は2%前後に過ぎないが,鉱

業は古代文明だげではたく,近代国家としてのトル

コの発展に欠きた役割を果たしてきた.

トルコはユｰラシア大陸とアフリカ大陸の問のア

ノレプス造山帯に位置し,古生代最下部から第四紀ま

での全ての地層が分布している.先カンブリア系の

存在は確認されていない.地質構造的にはトルコは

四つの構造帯に区分され,それらは北から南ヘポソ

トス帯,アナトリア帯,タウノレス帯,周辺摺曲帯と

名付けられている(第1図).造構運動は北から南

へ若くたっているように見える(Ketin,1983).

トルコの主要な鉱物資源は銅,鉛,亜鉛,鉄,ク

ロｰム,水銀,セビオライト,ボロンたどである

が,商業生産の行なれたことのある鉱種は30を越

えている.量的にはポロソとトロナ(重炭酸ソｰダ

石)の埋蔵量は世界第1級であるが,他の鉱種の

埋蔵量は比較的小さい.1平方キロメｰトル当たり

のトノレコの金属鉱物生産量は世界平均の49%であ

り,人口1人当たりでは37%である.また国家経

済への寄与は世界平均が5.5%であるのに対して,

トノレコでは約2%である(0zoc荻andKunt,1982).

これらの統計を見るかぎり,トルコの鉱物資源は

決して乏しくはないが,これまでこれらの資源を有

効に利用してきたとはいい難い.

トルコの鉱業開発は,個人･私企業･準私企業

･国営企業などで行なわれている.主要な国営企

業としてエディバンク(Etibank)がある.トルコの

金属および非金属鉱物の輸出入統計を第1表にか

かげる.

第1表に見られるように,金属鉱物の輸出額と

輸入額は減少傾向にある.すたわち,鉱物生産量は

増えているのだが国内需要もまた増大し,金属の輸

出は加工品や準加工品の形で行たわれるようにたっ

てきていることを示している.

トルコの複雑な地質構造は,鉱床探査と鉱山開発

を困難にしている.現在開発されている鉱床の大部
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第1図

トルコの主要構造帯(Ketin,1983)
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合計�1,565,641,750�318,932,877�762,308,290�345,204,435

第1表

且$89～1992年の鉱物資源の輸出入額(米ドル)

分は明瞭た地表兆候があることにより発見されたも

のであるが,今後は露頭で鉱床カ溌見される可能性

はほとんどない.他の国と同じように,トルコにお

いても鉱床探査が容易であった時代は終わったので

あり,新鉱床を発見するためにはこれまでより格段

に欠きた努力が必要である.地質構造の解析を充分

に行ない先端技術を適用すれば,トルコの鉱業はさ

らに発展することであろう..現段階では,低品位大

観模鉱床開発の経験不足や資金と技術の欠如が,新

しい鉱床地域の発見開発を妨げている.

本論では,銅,鉛,亜鉛,鉄,クロマイト,アン

チモンの鉱床に焦点を絞って,鉱床の概略と生産量

たどについて述べる.

婁｡べ一ス･メタル鉱床

銅･鉛･亜鉛鉱床は,以下の四つの鉱床帯に分布

している(Engin,1986).

①北トノレコ鋼･鉛･亜鉛帯

②南東トルコ鋼帯

③北西トノレコ鉛･亜鉛帯

④南トノレコ炭酸塩型亜鉛･鉛帯

北トルコ鋼･鉛｡亜鉛帯

この帯ではほとんどの鉱床が東部黒海地域の分布

している(第2図).この帯は黒海西部のトラキア

地域を経て北に延長し,ブノレガリア,セルビア,ル

ｰマニアまで連続している.

東部地域ではカルク･アルカリ質の火山岩に伴う

黒鉱型鉱床が特徴的である(SawaandTesrek1i,

1970;Pejatovic,1973).この火山岩は黒海南縁に

そって広く分布し,時代は後期白亜紀とされている

(Er,1989).岩相的に下部から以下の四つのステｰ

ジに分けられ,黒鉱型鉱床はbのデイサイト質火

山岩に伴われている.

a一塩基性岩(下部塩基性岩シリｰズ)

b一デイサイト質,流紋岩質火山岩

C一玄武岩質安山岩,上部で堆積岩と互層

d一デイサイト,ライオデイサイト,流紋岩

北東黒海地域には,304の銅の兆候がある.その

うち255がカノレク･アルカリ質火山岩に伴う塊状硫

化物および鉱脈鉱床で,9がホｰフィリｰ型の銅一

モリブデン鉱床である.ホｰフィリｰ型鉱床は後期

白亜紀～新第三紀の花開岩質貫入岩に伴う(Er,

1989).デルキョイ鉱床は,トラキア地域にあるホ

ｰフィリｰ型鉱床であるが,やはりこの帯に属する

(第2図).ジュラ紀～前期白亜紀の石灰岩と新規

貫入岩との接触部には,約40のスカルン型鉱床が

知られている.

歩帯で現在稼行中の銅鉱山は,アナヤタック,チ

ャクマッカヤ,クトノレラｰの3鉱山である(第2

図).さらにマｰデソキョイ,ラハノスの二つが採

掘準備中である.一方鉛･亜鉛では,コユルヒサｰ

ノレ(亜鉛)とイソレルヤイラス(鉛一亜鉛)が稼行中で

ある.

南東トルコ鋼帯

南東トルコ鋼帯は,オフィオライトに伴う銅鉱床

で特徴づけられる.このオフィオライトはキブ戸ス

のトルｰドス岩体の延長とされている.本体の南西

端には,クズルダｰ･オフィオライト岩体の見事た

露出がある.テクトナイト質のハノレツバｰシャイト

とダナイトを最下部にして,キュミュレイト質ダナ

イト,ガブロ,パイ1コキシナイト,ウェｰルライト

の互層がその上部に,さらにシｰト状岩脈群,枕状

溶岩,深海堆積物の順に累層している.他の場所で

は,構造運動のために岩層間の関係はもっと複雑で

ある.歩帯はトノレコの主要構造単元である周辺榴曲

帯の北端に位置している(第1図,第2図).

銅鉱化作用はオフィオライト中の枕状～塊状溶岩
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第2図トルコの銅･鉛･亜鉛鉱床帯と主要鉱床

①北トルコ鋼･鉛･亜鉛帯

②南東トルコ鋼帯

③北西トルコ鉛･亜鉛帯

④南トルコ炭酸塩型亜鉛･鉛帯

1一チャナッカレCu(ムルグル,アルトピソ市)

2一アナヤタックCu(ムルグル,アルトピソ市)

3一クトルラｰCu(シュルメネ,トラブゾン市)

4一マｰデソキョイCrZn(チャエリ,リセ市)

5一デルキョイCtMo(キルクラレリ市)

6一ラハノスCu(ギレスソ市)

7一コユルヒサｰルZn-Pb-Cu(シワス市)

8一イソレルヤイラスZn-Pb(カラヒサｰル,

グレスソ市)

9一マｰデソCu(エラズ市)

10一マｰデソキョイCu(シイトル市)

11一バキババCu(キュレ,カストマヌ市)

12一アジュキョイCu(キュレ,カストマヌ市)

13一アルトノルクPb-Zn(エドレミト,バルケシル市)

14一アラブチャンPトZn(イエニジェ,チャナッカレ市)

15一クラクチフトリｰPb4n(ドルスソベイ,バルケシル市)

16一デミルポクPb-Zn(ドルスソベイ,バルケシル市)

17一ハイヤPb-Zn(バルケシル市)

18一アクダｰマｰデソPb-Zn(ヨズガト市)

19一ヶバソPb-ZtAg(エラズ市)

20一フユクルPb-Zn(アフシソ,カｰラマソマラッシュ市)

21一ボスクルZn-Pb(コンヤ市)

22一アクスZn(デベリ,カイセリ市)

23一アラダｰZ止Pb(ヤｰヤル,カイセリ市)

24一デルキョイZn-Pb(ヤｰヤル,カイセリ市)

25一アナムルZn(メルシン市)

26一テクネリZn-Pb(二一デ市)

27一ジャファナZn-Pb(マラトゥヤ市)

に伴われ,輝緑岩岩脈に貫かれている.歩帯には約

15の鉱床が知られている.主要鉱物は黄鉄鉱･黄

銅鉱･磁鉄鉱で,閃亜鉛鉱はほとんど含まれない

(Bamba,1976;Cagatay,1977;Er1er,1984)一現在

マｰデソが歩帯の唯一の稼行鉱山である.マｰデソ

キョイ鉱床は探鉱が終わり開発待ちである(第2

図).

歩帯からは外れるが,黒海地域の西部にキュレの

銅鉱床群がある(第2図のNo.11,12).キュレ地区

は中央ポントス構造帯の中に位置し,鉱床はキュレ

･オフィオライトの変質玄武岩に伴われている一

玄武岩はジュラ紀の黒色頁岩に覆われ,その時代は

先ライアスと想定されている.鉱床は塊状部とその

下部の網状部からたり,主要な鉱石鉱物は黄鉄鉱

･黄銅鉱･閃亜鉛鉱･磁硫鉄鉱･磁鉄鉱である

1993年7月号

(Peh1ivanog1u,1985;Er1er,1992).アジュキョイ

(口絵写真4参照)とバキババの2鉱山が稼行中で

ある.

北西トルコ鉛｡亜鉛帯

歩帯には,白亜紀～廃新世のカルク･アルカリ質

火山岩と酸性貫入岩に伴われる鉛一亜鉛鉱床があ

る.鉱床の主体は三畳紀～ペノレム紀の基盤岩中の鉱

脈鉱床で,一部では大理石中に接触交代鉱床を生じ

ている.鉱石鉱物は方鉛鉱･閃亜鉛鉱･黄鉄鉱･黄

銅鉱である(Akyo1andPeh1ivanog1u,1987).

これらの鉛一亜鉛鉱床は一般に小規模で,市況が

よいときのみ操業されており,主なものにアラブチ

ャン,バウルカチ,シソデレシ,アルトソオノレッ

ク,クラクチフトリｰ,デミルボクたどがある(第

2図).かつてのトノレコの主要た鉛一亜鉛鉱山であ�
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ったバルヤは,まだ相当量の残存鉱量を残している

と報告されているが,深部にあるため現在の市況と

技術では採掘できない(Akyo1.1982).

南トルコ炭酸塩型船･亜鉛帯

南部トルコに位置する歩帯は,タウルス山地に沿

って東はジャファナまで,西はクノレクカワック断層

まで延長している(第2図).歩帯はさらに西にイ

ズミｰルまで延び,メンデレス変成岩類を覆う後期

白亜紀のフリッシュ層上位に存在する炭酸塩型鉛一

亜鉛鉱床を含むという意見もある.鉱化作用は主と

して前期ペノレム紀の石灰岩(シェルフ石灰岩)中に存

在するが,中期カンブリア紀からジュラ紀まで広い

時代の同様の石灰岩中にも認められる.鉱床は割れ

目やカノレストを充填して形成されており,多くの場

合層理と調和的である.一般に炭酸塩岩中の層準観

制型鉛一亜鉛鉱床に分類されている(Oztuna1i,

���票慮���������歹漱慮�

健栱�慮�����偲慴琬���

主要鉱石鉱物は菱亜鉛鉱･白鉛鉱･硫酸鉛鉱であ

り,一般に下部で初成硫化鉱物に移り変わる.

歩帯には数多くの鉛一亜鉛鉱床があるカミ,鉱量的

には皆小さく,数千トンから数百万トンの規模であ

る(InamandUgur,1981;Akinci,1982).操業中の

鉱山で主要たものはアラダｰ,アクス,デルキョ

イ,ジャファナ,テクネリ,アナムノレ,ボスクルな

どである(第2図).

これらの鉱山の亜鉛鉱石は,中央トルコのカイセ

リ近傍にあるチソクルのプラントで処理されてい

る.このプラントは40,000トン/年の処理能力をも

つが,探査が困難な炭酸塩型鉱床の鉱量の確保カ灘

しいため,硫化鉱物も処理できるように改修される

予定である.

その他の鉱床帯

上記の四つの鉱床帯以外に,中央トルコのアクダ

ｰマｰデソとケバソの鉛一亜鉛鉱床を含む地域もも

う一つの鉱床帯と見たすことができる(第2図の

�����

アクダｰマｰデソは稼行中の鉱山である.鉱床

は,変成岩(大理石とパラナイス)と花開岩の接触

部に発達するスカルン帯中に発達する割れ目に沿っ

て生成されている(Sagirog1u,1982;蚊yo1and

健栱楙慮������

ケバソも同様に,変成岩と閃長斑岩の接触部,時

に大理石と石灰質片岩の境界部に沿って生成された

鉱床である(Ziseman,1969;Kines,1971;Ba1ciket

a1.,1987).ケバソ鉱山は鉱量枯渇のために1985年

に閉山した.

上記の5鉱床区以外の地帯にも,いくつかの鉛

一亜鉛鉱床が散在している.フユグノレ(第2図No.

20)もその一つであり,現在も稼行中である.鉱床

は安山岩中の鉱脈型鉱床である.

'生産量

トルコにおける1980年,1985年,1990年の銅･

鉛･亜鉛の鉱石生産量を第2表と第3表に示す.

また,第4表には1992年の鉱山別生産量を示す.

たお,稼行中の銅鉱山は6鉱山であり,鉛･亜

鉛鉱山は市況により閉山と再開をくりかえすため,

年度により稼行鉱山数はかなり変動する.

3｡鉄鉱床

トルコにおける鉄鉱業の歴史は,紀元前2000年

までさかのぼる.鉄鉱床の分布は,地理的に10地

域にグルｰプ分けができ(第3図),そのうちカイ

セリｰアダナ,バルケシルｰキュタヒア,シワズｰ

マラティアの3地域が重要である(Un1u,1989).

鉱床は成因的に以下のように分類できる(Onder,

����甬���

a)接触交代型鉱床:ディブリイAおよびB

鉱体,カラマダズ鉱床

など.

b)熱水性交代鉱床:アトテベ鉱床.

C)火山堆積性鉱床:デベジ鉱床,ピュエック

エイミル鉱床.

d)海成堆積性鉱床:チャムダｰ鉱床.

e)ラテライト鉱床:アウシャレレソ鉱床,カ

ラチャム鉱床.

f)漂砂鉱床:ディブリイC鉱体,東黒

海地域の海浜鉱床.

大鉱床が存在するシワス,マラティア,アダナ,

ハタイ,メルシンのような地域(第3図)では,オ

フィオライト･花嵩岩･石灰岩の3者の接触部に

接触交代型鉱床が生成されているが,鉱床と母岩と

は断層で接している(Kosa1.1965.1974).その典型

的な例はディブリイA鉱体(写真1)に見られる.

鉄の起源については多くの意見がある(Un1u,

地質ニュｰス467号�



トルコの金属鉱床

一25一

生産量

年度(トン)

品位金属量

(%Cu)(トン)

精鉱輸入量

(トン)
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第2表

1980年,1985年,1⑨9⑪年の銅鉱生産塁と銅

精鉱の輸入墨､なお,国内の銅選鉱能力は

404,岱06トン/年である.

年度

生産量品位

(トン)(%Pb,Zn)

金属量

(トン)

鉛一亜鉛鉱

�����㌀

��㈰��　

��㌹���

亜鉛鉱
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第3表

互980年,1⑨85年,19⑨⑪年の鉛一亜鉛鉱と亜

鉛鉱の生産屋.なお,国内の鉛一亜鉛選鉱

(浮選)能力は⑨⑪,⑪00トン/年である.また,

蒸溜亜鉛および電気亜鉛能力は38,0⑪0トン/

年である.

銅鉱山

生産量(トン)

品位(%Cu)

ムルグル(アナヤタクとチャクマッカヤ,アルトビソ市)

クトルラル(トラブゾン市)

マｰデソ(エラズ市)

アシ㌣キョイ(キュレ,カストマヌ市)

バクハバ(キュレ,カストマヌ市)

㈬��住　

��〰

㈲�〰　

���

��　

��

㈬㌶

�㌷

��

㌮�

亜鉛鉱山

生産量(トン)

品位(%Zn,Pb)

アラダｰ(ヤｰヤル,カイセリ市)

ジャファナ(マラティヤ市)

テクネリ1(二一デ市)

テクネリ2(二一デ市)

シャラルタｰ(ヤｰヤル,カイセリ市)

コダマソデレ(トフアゾベイリ,アダナ市)

ハワダソ(デベリ,カイセリ市)

デレキョイ(デベリ,カイセリ市)

スチャティ(ヤｰヤル,カイセリ市)

アジャサル(ヤｰヤル,カイセリ市)

アナムル(メルシン市)

ポズスク(コンヤ市)

チャドルカヤ(ヤｰヤル,カイセリ市)

カルサソト(アダナ市)
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第奥表

且9㊥2年の鉱山列銅･

亜鉛の鉱密生産童と品

位.

���

低品位(磁鉄鉱の含有率:15.04%)大規模(8億

6,500万トン)鉱床であるハッサソジェレピ鉱床は,

オフィオライト岩体中の塩基性岩が,スキャポライ

ト化作用を受けたときに形成されたとされている

�����歯�������朱甬���

トルコにおける鉄鉱石の生産は1933年に始まり,

1966年までは輸出国であったが1970年には輸入国

に転じた.鉱床の観模は世界的に見れば心ないし中

規模であり,最大の鉱床であるハッサンジェレビは

処理技術上の問題点がある.近い将来に新鉱床の発

見がたげれぼ,トルコは西暦2000年以降に毎年600

万トンもの大量の鉄鉱石を輸入しなげれぼたらたい

だろう.
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第3'図､トルコの鉄鉱床の分布

①シワズｰマラティ'ヤ地域⑥アンカラｰキルシェヒル地域

②カイセリｰアダナ地域⑦サカルヤｰチャムダｰ地域

③メルシン地域⑧チャナッカレｰバルケシル地域

④バヤスｰキリス地域⑨キタヒア地域

⑤ギレスソ地域⑩アイドソｰイズミｰル地域

1-A･昼鉱体(ディブリイ,シワス市)

2一アトテペ(マソスル,アダナ市)

3一デベジ(ヘキムハソ,マラティア市)

4一ブユックエイミル(エドレミト,バルケシル市)

5一チャムダｰ(サカルヤ市)

6一アウシャレレソ(ミハルジュック,エスキシェヒル市)

7一カラチャム(ユｰナスエムレ,エスキシェル市)

8-C鉱床(ディブリイ,シワス市)

9一ハッサンチェレビ(ヘキムハソ,マラティア市)

10一ドムルジャ(シワス市)

11一アラシャハソ(〃ユ)

12一オドルキリセ(〃)

13一カｰルック(アダナ市)

14一クズルメソテス(〃)

15一マｰデソテペ(キルシェヒル市)

16一スルオジャック(〃)

17一カラマダズ(")

18一カラカシュ(エラズ市)

19一ヒズミシェン(エルジンジャン市)

20一トプソｰト(カイセリ市)

生産量

1980年,1985年,1990年のトルコの鉄鉱石の生

産量と輸入量を第5表に示す.また,1992年の鉱

山別生産量を第6表に示す.

第6表および第3図から分るように,稼行中の

鉄鉱床が分布しているのは,南中央トルコのシワ

ス,カイセリ,マラティア,アダナの諸地域であ

り,またこれらの地域には,今後大鉱床に発展する

可能性のある鉱床も多い.充分な地質調査と解析を

行い,新しい探査技術を導入すれば,既知鉱床の鉱

量拡大と新鉱床の発見が大いに期待できる.

4.クロマイト鉱床

トルコには,クロ.マイト鉱床の母岩とたるペリト

タイトが多く分布している.これらのペリトタイト

はオフィオライト岩体の一部であり,クロマイト鉱

床はアルプス型に分類される(Engin,1986;Engin

写真1ディブリイA鉱体(シワス市)鉄鉱床.石灰岩･

花筒閃緑岩およびはんれい岩の接触部に産する.

整�����

アルプス型鉱床は,一般に母岩とクロミタイトと

の間の複雑な組織･構造関係と鉱体が小規模である

ことで特徴づけられる.単位鉱体をたすクロミタイ

ト･ポッドの長さは数｡mから100m以上まで変化

地質ニュｰス467号�
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写真2バトケフ(グレマソ,エラズ市)クロマイト鉱床.

バルチバｰシャイトの上位にあるダナイトの最下

部に産する.

するが,一般には4～5mである.ポッドの厚さも

やはり数｡mから50m以上まで変化するが,多く

は2～3mである.大きなポッドは100万トン以上

の鉱量を有する場合があるが,このような大きな鉱

体は稀である.

鉱体はペリトタイト中に散在しており,その分布

に一定の観則性は認められない.地理的に見ると,

クロマイト鉱床の分布は以下の6地域に集中して

いる(第4図).

①グレマソ地域,東部トルコ.

②フェティェｰキョイジェイズｰデニズリ地

域,南西トルコ.

③ブルサｰキュタヒアｰエスキシェヒル地域,

北西トルコ.

④エルジンジャンｰコプタｰ地域,東トルコ.

⑤メルシンｰカルサソトｰプナルバシュｰイル

ッチ地域,南トルコ.

⑥イジュケソデルソｰカｰラマソマラシュ地

域,南トルコ.

これらの地域の外にも,いくつかのクロマイト鉱

床の存在が知られている(Engin,1979.1986;Engin

整�����

トルコでは,ク白マイト鉱床はハルマンジェク地

区で1848年に初めて発見された(第4図).それ以

来,トルコは世界におけるクロマイトの主要た供給

源となった.ある時期にはトルコは世界第一のクロ

マイト供給国であり,常に6大産出国の一つであ

った.現在までのトルコにおけるクロマイトの累積

生産量は3,450万トンに達する.

前述したようにアルプス型鉱床は一般に小規模で

あるが,グレマソ地域のバトケフ鉱床(写真2)は

575万トン(品位33%Cr203)の埋蔵量を有し,稼行

中の鉱床ではトルコ最大である.

最近探鉱が終了したカノレサント地域の低品位クロ

マイト鉱床は,ク回マイト鉱業に新たな展望をもた

らした.この鉱床は2億トンの鉱量をもつが,品

位5.38%Cr202と低い.選鉱試験では,技術的問題

なしに回収率70%で54%Cr203まで品位を上げるこ

とができた.さらに精鉱廃物であるかんらん石は,

耐火れんが工業や鋳物工業で利用することができ

る.しかしながら,現在の市況,資金の不足,経験

や技術の不足などのため,カルサソト鉱床はまだ操

業開始に至っていない.

トノレコのクロマイト鉱業は輸出に依存しており,

国内の消費量は主として耐火レンガ鉱業における

1万トン/年にとどまっている.そのため,世界的

な市況の変動の影響を大きく受ける.たとえば市況

の好転した1989年には,閉山中の多くの鉱山が再

開され,その年の生産量は161万トンに達した.し

かしながら平均的な年間生産量は50万トン程度で

ある.

トルコのクロマイトはCr/Feが3程度であり,

主として冶金用である.1958年に,南部トルコの

アゾダリアにおいて9,000トン/年の能力をもつ低炭

素フェロクロム･プラントが操業を開始した.また一

1978年には,東部トルコのエラズで高炭素フェロ

クロム･プラントが,5万トン/年の処理能力で操

業を始めた.このプラントは1990年に,15万トン/

年に拡充された.さらに1984年には,南部トルコ

のメルシンで22,000トン/年の能力をもつクロム酸

年度生産量(トン)品位(%Fe)金属量(トン)

輸入量(トン)

��㈬��〰　

����㌮〰　

�������

����〰　

�㈬��〰　

�㈬��〰　

�㈳�住　

���住　

���估　

第5表

王98⑪年,蝸85年,1鯛⑪年の鉄鉱;百の生産蔓

と輸入量.なお,ディプリイにあるペレット

･プラントの能力は2⑰0万トン/年である.

1993年7月号�
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第窃表19鯛隼の鉱山別鉄鉱;百生産量

鉱山名(地域名)

生産量(トン)

A･B鉱体(ディブリイ,シワス市)

ドムルジヤ(シワス市)

アラジャソハソ(シワス市)

オドルキリセ(シワス市)

アテップ(アダナ市)

カｰルック(アダナ市)

クズルメソテシュ(アダナ市)

デベジュ(マラティア市)

マｰデソテペ(クルシェヒル市)

スルオジャック(クルシェヒル市)

カラマダズ(カイセリ市)

カラカシュ(エラズ市)

ヒズミシェン(エルジンジヤソ市)

ブユックエイミル(バルケシル市)

トプセクｰト(カイセリ市)

㈬���　

��住　

��〰

�㈬住　

���〰　

�〰　

㈸�〰　

��㌰�

��〰

㌶�〰

���

�〰　

��〰

�㈳㌀

���

ナトリウムのプラントがスタｰトした.

アゾダリアのプラントの建設以来,トルコはクロ

マイト鉱の輸出を減らし,クロムを使用した製品

･半製品の輸出を徐々に増やす方針をとってきた.

現在,上記のプラントが能力一杯で操業すれば,

50万トン/年のク回マイト鉱が必要となり,これは

トルコの年間鉱石生産量と同じである.

1960年代までは,トルコのクロム鉱業はほとん

ど露頭採掘であった.やがてこれらの露頭の採掘が

進むにつれて露天掘は少たくなり,現在では坑内掘

りが主流である.鉱体が小さく分布が不規則である

というアルプス型鉱床の特徴のため,多くの場合探

鉱は採掘を進めながら行われる.

これまでトルコのクロマイト鉱業は,世界のクロ

マイト市場の拡大に応じて発展し,市況が適正であ

る限り増大する需要に応えてきた.1990年には,

国内で101の鉱山が稼行中である.
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第4図

トルコの主要クロマイト鉱床の分布

①グレマソ地域,エラズ市

②フェティェｰキョイジェイズｰデニズリ地域

③ブルサｰキュタヒアｰエスキシェヒル地域

④エルジンジャンｰコプタｰ地域

⑤メルシンｰカルサソトｰプナルバシュｰイルッチ地域

⑥イジュケルデルソｰカｰラマンマラシュ地域

1一バトヶフ,ドｰウケフ(グレマソ,エラズ市)

2一オルタラシｰル(〃

3一アユプナル(",

4一バイダｰ(〃,

5一イエニラシル(〃

,〃)

〃)

〃)

〃)

6一カピソ(〃,〃)

7一テペバシュ(〃,〃)

8一デミルジリ(プナルパシュ,カイセリ市)

9一アンドスルック(フェティエ,ムグラ市)

10一ジソパラルック(〃,〃)

11一八ノレマソジュック(〃,〃)

12一イルックデル(キョイシェイズ,〃)

13一クスメリク(フェティエ,〃)

14一カサソデレ(マルマリス,〃)

15一ベレジェテペ(ハルマンジュック,ブルサ市)

16一デュベシック(〃,〃)

17一アラバルダ(",")
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年度生産量(トン)品位(%Cr203)金属含有量(トン)

輸出量(トン)
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第7表

1⑨8⑪年,亙985年,亙990年のクロマイト

鉱の生産嚢と輸出塁

第8表珊$2年の鉱山別クロマイト鉱生産量

生産量

鉱山名(地域名)(トン)

シャバテ(クレ'マゾ,エラズ市)

ドｰウケフ(グレマソ,エラズ市)

バトウケフ(グレマソ,エラズ市)

オルタラシｰル(グレマソ,エラズ市)

アユブナル(グレマソ,エラズ市)

バイダｰ(グレマソ,エラズ市)

イエニラシル(グレマソ,エラズ市)

カピソ(グレマソ,エラズ市)

テペバシュ(グレマソ,エラズ市)

デミルシュル(プナルパシュ,カイセリ市)

アンドウズルック(フェティェ,ムグラ市)

ジソパラルック(フェティエ,ムグラ市)

ハルマンジュック(フェティエ,ムグラ市)

イルクデレ(キョイシェイズ,ムグラ市)

カラドル(キョイシェイズ,ムグラ市)

ケスメリック(フェティェ,ムグラ市)

カザソデル(マルマリス,ムグラ市)

サズル(フェティエ,ムグラ市)

ベレジェ(ハルマンジュック,ブルサ市)

デベジュック(ハルマンジュック,ブルサ市)

アラバルダ(ハルマンジュック,ブルサ市)
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生産量

1980年,1985年,1990年のトルコのクロマイト

の生産量･品位･輸出量などを第7表に,1992年

の主要鉱山の生産量を第8表にそれぞれ示す.

5｡アンチモン鉱床

トルコにおけるアンチモン鉱業の歴史は,今世紀

初頭にさかのぼる.鉱床は低温熱水性で主に断層帯

に沿う珪化帯中の鉱脈あるいはレンズとして産す

る.鉱石鉱物は,輝安鉱(Sb2S3)･セルバンタイト

(Sb204)･アンチモン華などである(Sezer,1979;

InanandYuce,1987).鉱床の規模が小さく形態も

不規則であるため,クロマイト鉱床の場合と同じ

く,採掘と探鉱は平行して行われる.

1993年7月号

トルコ全土で128の鉱床あるいは鉱徴が知られて

おり,そのほとんどはトルコ西部のバルケシル,キ

ュタヒア,アフィヨンなどの地域と中央トルコの二

一デ,トカト両地域に分布している(第5図)

(Engin,1986).埋蔵量は670万トンと推定されて

いる(InanapdYuce,1987).生産量は1958年と

1959年の両年に15万トン/年を記録したが,市況が

悪いために減少を続け,1992年は5,oooトン/年ま

で減少している.

1980年,1985年,1990年の生産量を第9表に示

す.

1992年時点ではハルキョイ鉱山(第5図)がほと

んど唯一の稼行鉱山であり,同年の生産量は4,684

トン(品位5.71%Sb)であった.しかしながら市況

が好転すれば,疑いもなく多くの鉱山が復活あるい

は開発されるであろう.現在では,アンチモン鉱床

は水銀鉱床とともに,浅熱水性金鉱化作用との関連

で大きな注目を集めている.

暢｡金鉱床

トルコにおける金の採掘は,神話時代にさかのぼ

る長い歴史をもっている.トロイに近い西部トノレコ

のチャナニカレ地域では,紀元前15世紀までさか

のぼれるかも知れない古くかつよく知られた金生産

の歴史がある.クロサス王の統治下にあったリディ

ア人は,イズミｰルの近くのサノレト(第5図)で,

紀元前7世紀に初めて金貨の鋳造を行った.この

時の金は近辺の砂金や鉱脈からもたらされた(A1-

�測���湧楮����

現在はトルコに操業中の金鉱山はなく,少量の金

が硫化鉱から副産物として回収されているのみであ

る.しかしながら金価格の上昇と採掘･回収技術の

進歩により,1980年代の中頃から浅熱性金鉱床が

注目されるようにたった.

浅葱水性鉱床は,一般に陸上のカノレク･アルカリ

質火山活動に伴われる.安山岩や流紋岩はトノレコに�
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第5図

トルコのアンチモン鉱床と金鉱徴地の分布

1一八ルキョイSb(エミルル,キュタヒア市)

2一サルトAu(サリｰリ,マニサ市)

3一カフカセルAu-Ag(アルトピソ市)

4一テッカレAu(〃)

5一チャムケルテソAu(〃)

6一マストラAu(ギュムシャｰネ)

7一サヤジャAu(ウルペイ,オルド市)

8一アゴルクAu(〃,〃)

9一オワジュクAu(ベルガマ,イズミｰル市)

10一クルシュソルAu(サリｰリ,マニサ市)

11一アラプダｰAu(イズミｰル市)

12一トプラクテペAu(ブレリ,グレマソ市)

13一エレンジミクAu(キュタヒア市)

14一スルクルキョルキョイAu(イネギョル,ブルサ市)

15一カラカヤAu(ミハルシュク,エスケジェヒル市)

16一ナルマソAu(エルズルム市)

17一ドマニチAu(ブルサ市)

18一クチュクデレAu(バルケシル市)

19一エフェソチュクルAu(イズミｰル市)

20一デルキョイAu(キルカレリ市)

21一エセソダルAu(アルトビソ市)

22一ギュムシャｰネAu(〃)

広く分布し,粘土化･珪化･黄鉄鉱のような変質も

普遍的である.また,温泉活動も多くの場所で見ら

れる.

これらの徴候のあるところやアンチモン･水銀の

鉱化作用が見出される地点は,金の鉱化作用を求め

て調査が行われつつある.これまで集積されたデｰ

タから,トルコで金鉱床が発見される可能性の高い

地域を鉱床タイプ別に挙げると次の通りである(第

5図参照)1

a)氷長石一絹雲母型:サヤジャ,アゴルク,

オワジュク

b)酸性硫酸型:テッカレ,チャムケノレテン,

マストラ

�

�

�

�

�

栩

温泉型:ギュムシュキョイ,クチュクデレ,

クルシュソノレ,アラブタｰ

ポｰフィリｰ型銅一金鉱床:ドマニチ,エ

セソダル,ギュムシャｰネ

火山性塊状硫化物鉱床:キュレ,ムルグノレ,

マｰデソ

噴気岩(エクスヘイライト)型:トプラクテ

ペ,カフカセル

リストベナイト:カラカヤ,エレンジェク,

スルクルキョルキョイ,ナルマソ

スカルン型:ドマニチ,エフェソチュクル,

デレキョイ

現時点では,オワジュクとクチュクデレの二つの

年度生産量(トン)品位(%Sb)含有金属量(トン)精鉱輸出量(トン)
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㈲��㌮㌲��
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���
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第⑨妻

1980年,1985年,19㊥0年のアンチモン鉱の

生産蟹と輸出塁

地質ニュｰス467号�



トルコの金属鉱床

一31一

探鉱地で,探鉱がほぼ完了し採掘の準備が進められ

ている.オワジュクでは,埋蔵量は175万トン(品

位10,89/tAu),クチュクデレでは150万トン(品位

5.029/tAu,11,89/tAg)と推定されている.今後

調査が進むにつれて,さらにいくつかの有望鉱床が

確認され,新たた鉱徴が発見される可能性カミ大き

い.

7｡結論

トノレコは,鉱物資源の観点からは恵まれている国

といえよう.現在,30種以上の鉱種が商業的に生

産されている.しかし,国家経済における鉱業のシ

ェアは2%前後にとどまっている.

市況に影響を受けつつも,トノレコの鉱業生産は上

昇傾向にある.クロマイトや鉛･亜鉛については生

産量とともに輸出量が増加しているカミ,鉄や銅に関

しては,生産量の増加とともに輸入量も増加してい

る.これはトルコの国内市場が拡大していることを

示すものであり,政府の政策も一次製品の輸出を減

らし,加工品や半加工品の形での輸出を増やそうと

している.

現在,トノレコの鉱業は,私企業,準私企業ととも

に国営企業による経営のものが多いが,トノレコ政府

は市場経済の原則を重視しつつ,経済に対する国の

コントロｰルを弱めつつある.近い将来に,国の支

配下にある鉱山企業は私企業化されるか,あるいは

国の支配力が相当に弱められることとなろう.

このような政策の下に,政府は1980年代の初め

から鉱物資源に対する政府の投資を計画的に減らし

てきた.この影響と国際価格の低迷のために,

1991年と1992年の鉱物生産量は低下した.1993年

も同様であろう.

トノレコの複雑な地質は,鉱床の胚胎に適した環境

をもたらしたと同時に,潜頭鉱床の探査を困難にす

る原因にたっている.また,トノレコは低品位一大観

模鉱床や採掘条件が悪い鉱床を開発する技術や投資

が充分でない.

トルコは鉱業におげるこれらの困難を早急に克服

する必要がある.この国の有望な地質条件を考れ

ば,充分な地質調査と新しい探査技術の導入があれ

ば,必ずや多くの新鉱床が発見できるであろう.ま

た最新の採掘技術や鉱石処理技術の利用により,既

知鉱床の効率的な開発が可能になるであろう.
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